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2015 年 7 月 16 日 
テロと経済：ケニアの場合 

 

        公益財団法人  国際通貨研究所  

        経済調査部 上席研究員 森川 央  

 

ケニア経済は、2015 年 1-3 月期も前年比 4.9%と、一見堅調である。にもかかわらず、

為替レートは大幅に下落してきている。下落の理由として、ドル高、周辺国の為替下落

などの外部要因もあるが、ケニア自身にも二つの要因がある。経常赤字と財政赤字（い

わゆる「双子の赤字」）と、テロの激化による観光収入の減少である。「双子の赤字」に

ついては別稿で検討するとして、本稿ではテロと観光に注目したい。 

隣国ソマリアの内戦が長期化しており、ケニアは 2011 年に越境介入をした。その前

後からケニア国内でもテロが増加しており、昨年は発生件数が 3 ケタ（115 件）に達し

た。テロ増加に伴い、外国からの観光客数は減少し、2014 年は前年比 22%減の 86 万人

に留まった。「旅行」の受取は同 9.4%減であった。 

主たる輸出産業は茶葉、園芸というケニアにとって、観光は重要な外貨獲得手段であ

る。旅行と運輸収入を合計すると、商品輸出の 53%に匹敵する（2013 年）。観光客数は

2015 年に入ってからも減少しており、1-4 月期は前年同期比－27.2%である。為替市場

は、テロによって観光立国というケニアの「ビジネス・モデル」自体が揺らいでいるこ

とを懸念している。 
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